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浄水場・耐震性貯水槽配置図

１ 中央浄水場（中央 2-10-6） ２ 塚越浄水場（塚越 5-13-6） ５中央東小学校グラウンド西側（中央 7-18-7）

６南公民館（三和公園）（南町 2-23-19）

７ 市民公園駐車場（塚越 5-1）

４ 市立病院駐車場（北町 2-12-18）

３錦町スポーツ広場（錦町 2-6）

１
２３

４

５ ６

７

緊急災害時の給水拠点のご確認を
　東日本大震災のような大規模な災害に
よるライフラインの被害は、私たち市民
の生活に極めて大きな影響をもたらしま
す。したがって、震災発生直後の飲料水
確保は、極めて重要であり、日ごろから
給水場所などを確認しておくことは大切
です。そこで、ライフラインの１つであ
る水の確保のため、蕨市内の給水拠点を
案内させていただきます。
　蕨市では、配水池の耐震工事が完了し
た中央・塚越浄水場を中心として、錦町、
北町、中央、南町、塚越の各地区に容量

が 10万リットルある耐震性貯水槽を設け
ています。大震災等で水道水がご自宅ま
で行き渡らなくなったときのためにお近
くの設置場所を確認しておくと安心です。
　耐震性貯水槽とは？
　地震に強い構造になっている貯水槽の
ことで、普段は水道管と接続しているた
め水が流れ循環していますが、地震等で
配水管が破裂し、他の場所で漏水した場
合でも、水の流出を防ぐ仕組みとなって
いるため、貯水槽内の水を飲料水や消火
用水として確保できます。
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●耐震性貯水槽



　

平
成
23
年
度
は
、
電
力
需

給
の
逼
迫
を
背
景
に
し
た
、

使
用
者
の
節
水
意
識
の
徹
底

に
よ
り
、
年
間
配
水
量
が
給

水
開
始
以
降
最
大
幅
の
減
少

を
記
録
す
る
な
ど
、
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影

響
を
大
き
く
受
け
、
水
道
事

業
経
営
に
と
っ
て
は
厳
し
い

一
年
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

水
道
水
中
の
放
射
性
物
質
検

査
や
使
用
者
へ
の
広
報
の
徹

底
な
ど
、
安
全
な
水
の
安
定

供
給
と
い
う
水
道
事
業
者
の

使
命
の
重
要
性
を
再
認
識
さ

せ
ら
れ
る
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
平
成
23
年
度

決
算
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
左
の
図
の
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
収
益
的
収

支
と
は
、
水
道
料
金
を
中
心

と
し
た
収
入
と
、
水
道
水
を

作
っ
た
り
、
施
設
の
維
持
管

理
を
中
心
と
し
た
営
業
活
動

に
係
る
費
用
で
す
。
収
益
的

収
入
は
13
億
６
６
６
万
円
、

費
用
は
12
億
２
０
１
３
万
円

と
な
り
、
８
６
５
３
万
円
の

純
利
益
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
資
本
的
収
支
と

は
、
工
事
に
対
す
る
他
会
計

か
ら
の
負
担
金
や
資
産
の
取

得
に
要
す
る
企
業
債
な
ど
の

収
入
と
、
新
し
く
水
道
設
備

の
整
備
を
し
た
り
、
老
朽
化

し
た
水
道
施
設
を
更
新
す
る

た
め
の
事
業
費
を
中
心
と
し

た
、
営
業
活
動
以
外
の
収

支
で
す
。
資
本
的
収
入
は

２
９
７
６
万
円
で
、
費
用
は

３
億
７
２
２
９
万
円
と
な

り
、
３
億
４
２
５
３
万
円
の

不
足
が
生
じ
ま
し
た
が
、
過

年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

な
ど
の
積
立
金
で
補
て
ん
し

ま
し
た
。

　

蕨
市
で
は
、
水
道
水
を
配

水
管
か
ら
じ
ゃ
口
ま
で
直
接
お

届
け
す
る
直
結
給
水
シ
ス
テ
ム

（
左
の
直
結
給
水
シ
ス
テ
ム
の

し
く
み
を
参
照
く
だ
さ
い
。）
の

普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
受
水

槽
の
設
置
ス
ペ
ー
ス
の
有
効

利
用
や
配
水
管
の
水
圧
を
有

効
に
利
用
す
る
た
め
電
力
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
導
入
す
る

に
は
建
物
の
適
用
要
件
が
あ

り
ま
す
が
、メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

●
直
接
じ
ゃ
口
に
給
水
す
る

た
め
、
よ
り
新
鮮
な
水
を
お

届
け
で
き
ま
す
。
●
配
水
圧

を
利
用
で
き
る
範
囲
が
広
が

る
の
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
●
受

水
槽
の
設
置
ス
ペ
ー
ス
を
有

効
利
用
で
き
ま
す
。
●
受
水

槽
の
点
検
・
清
掃
が
不
要
に

な
り
ま
す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、●
配
水
管

の
断
水
や
増
圧
給
水
設
備
が

故
障
す
る
と
、
貯
留
機
能
が

な
い
の
で
、
す
ぐ
に
水
が
使

え
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
直
結
給
水
シ
ス
テ
ム

を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前

に
協
議
が
必
要
で
す
。
お
問

い
合
わ
せ
は
、
維
持
管
理
課

（
４
３
２
）
２
２
１
７
へ

■
平
成
23
年
度
水
道
事
業
決
算
の
あ
ら
ま
し

■
直
結
給
水
シ
ス
テ
ム
の
拡
充

水道部

純
利
益
８
千
万
円

年
間
業
務
量

企
業
債
残
高

職

員

数

直
結
給
水
シ
ス
テ
ム
の
し
く
み

（
　
）内
は
昨
年
度
比

○
給
水
人
口
＝

　

７
万
２
４
５
２
人（
１
０
０
人
減
）

○
給
水
戸
数
＝

　

３
万
６
０
９
０
戸（
23
戸
減
）

○
年
間
給
水
量
＝

　

８
５
１
万
１
８
５
０
㎥

　
（
39
万
１
１
８
０
㎥
減
）

○
水
源
＝

　

県
水
・
６
４
８
万
５
２
４
８
㎥

　
（
比
率
０
．
84
ポ
イ
ン
ト
増
）

　

地
下
水
・
２
０
２
万
６
６
０
２
㎥

○
年
間
有
収
水
量
＝

　

７
８
０
万
２
７
４
４
㎥

　
（
17
万
７
４
６
８
㎥
減
）

○
有
収
率
＝

　

91
．
67
％

　
（
２
．
04
ポ
イ
ン
ト
増
）

（
　
）内
は
昨
年
度
比

○
合
計
＝

　

39
億
３
５
６
２
万
７
７
１
５
円

　
（
1
億
５
２
７
２
万
７
０
７
４
円
減
）

○�

部
長
１
人
、
業
務
課
６
人
、

維
持
管
理
課
７
人

○
合
計
＝
14
人

※
い
ず
れ
も
平
成
24
年
3
月
31
日
現
在

配水管の改良工事等
2億 1,956 万円

県水購入費　
4億 66 万円

水道料金等
12億 3,649 万円

水道利用分担金等
7,017 万円

純利益　8,653 万円
その他の費用
356 万円

借入金利息
9,374 万円

減価償却費
3億 7,787 万円

水道水を作る費用等
3億 4,430 万円

工事負担金　2,933 万円
補助金　43万円

不足額
3億 4,253 万円

借入金の返済
1億 5,273 万円

収益的収支
収入　13億	 666 万円
支出　12億 2,	013 万円

資本的収支
収入　　　2,	976 万円
支出　3億 7,	229 万円

支出 収支

支出 収支

（2）



　蕨市の水道水源の約75％は埼玉県企業局から購入（受水）している「県水」で、25％が市内９か所の深井戸から汲み上げている地下水
です。「県水」は、県の浄水場で飲料水としての安全性が確認された水を受水しています。特に、放射性物質の検査では、大久保浄
水場が国から委託されていることもあり、トップレベルの厳しい検査が行われています。下表は、水道法に基づいて今年８月に実施
した水質検査の結果です。北町５丁目と塚越７丁目で検査したうち、いちばん数値の高い結果を掲載していますが、いずれも国の基
準を大きく下回る安全な水となっています。引き続き安心してご利用ください。記号「∧」は、「未満」を表しています。

　

平
成
24
年
度
か
ら
４
年
間

を
か
け
て
中
央
浄
水
場
の
電

気
・
機
械
設
備
の
更
新
を
行

わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
は
「
監
視
制
御

設
備
」（
写
真
①
）と
「
次
亜

注
入
設
備
」（
写
真
②
）と
い

う
設
備
を
中
心
に
更
新
い
た

し
ま
す
。「
監
視
制
御
設
備
」

と
は
皆
様
に
お
配
り
す
る
水

を
集
中
管
理
し
て
い
る
設
備

で
す
。
配
水
圧
力
、
各
配
水

池
の
貯
水
量
、
井
戸
の
揚
水

量
、
県
水
の
流
入
量
な
ど
全

て
を
管
理
し
て
お
り
、
水
道

水
を
安
定
的
に
利
用
者
の
皆

様
に
お
届
け
す
る
た
め
に
は

か
か
せ
な
い
設
備
で
す
。
次

に「
次
亜
注
入
設
備
」と
は
、

地
下
水
を
殺
菌
す
る
設
備
で

す
。
蕨
市
の
水
道
水
は
75
％

を
埼
玉
県
よ
り
購
入
し
、
残

り
25
％
を
市
内
９
か
所
の
深

井
戸
よ
り
汲
み
上
げ
て
、
そ

の
水
を
殺
菌
し
て
配
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
地

下
水
は
県
水
と
比
べ
て
非
常

に
安
価
で
、
し
か
も
、
お
い

し
く
提
供
で
き
る
た
め
、
と

て
も
重
要
な
水
道
水
源
で

す
。
こ
の
地
下
水
を
一
定
濃

度
で
殺
菌
す
る
た
め
に
、
次

亜
注
入
設
備
は
非
常
に
大
切

な
設
備
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
両
設
備
と
も
老
朽
化
の

た
め
更
新
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
概

算
で
10
億
円
と
い
う
多
額
の

費
用
を
か
け
て
の
更
新
と
な

り
ま
す
が
、
将
来
を
見
据
え

て
適
切
に
設
備
更
新
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

安
全
な
水
道
水
を
安
心
し
て

ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
中
央
浄
水
場
電
気
・
機
械
設
備
更
新
中

　
将
来
へ
向
け
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

　
　
設
備
投
資
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
て

水道水の性状に関連する項目　20項目 健康に関する項目　30項目
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残

留

塩

素

濁

度

色

度

臭

気

味p

Ｈ

値

有
機
物
（
全
有
機
炭
素
（
T
O
C
）の
量
）　

△

フ

ェ

ノ

ー

ル

類

非

イ

オ

ン

界

面

活

性

剤

２

－

メ
チ
ル
イ
ソ
ボ
ル
ネ
オ
ー
ル

ジ

ェ

オ

ス

ミ

ン

陰

イ

オ

ン

界

面

活

性

剤

蒸

発

残

留

物

カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
等
（
硬
度
）

塩

化

物

イ

オ

ン

マ
ン
ガ
ン
及
び
そ
の
化
合
物

ナ
ト
リ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物

銅

及

び

そ

の

化

合

物

鉄

及

び

そ

の

化

合

物

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物

亜

鉛

及

び

そ

の

化

合

物

ホ

ル

ム

ア

ル

デ

ヒ

ド

ブ

ロ

モ

ホ

ル

ム

ブ

ロ

モ

ジ

ク

ロ

ロ

メ

タ

ン

ト

リ

ク

ロ

ロ

酢

酸

総

ト

リ

ハ

ロ

メ

タ

ン

臭

素

酸

ジ

ブ

ロ

モ

ク

ロ

ロ

メ

タ

ン

ジ

ク

ロ

ロ

酢

酸

ク

ロ

ロ

ホ

ル

ム

ク

ロ

ロ

酢

酸

塩

素

酸

ベ

ン

ゼ

ン

ト

リ

ク

ロ

ロ

エ

チ

レ

ン

テ

ト

ラ

ク

ロ

ロ

エ

チ

レ

ン

ジ

ク

ロ

ロ

メ

タ

ン

シ
ス

-

１・
２

-

ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
及
び
ト
ラ
ン
ス

-

1・2

-

ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

1
．
4

-

ジ

オ

キ

サ

ン

四

塩

化

炭

素

ホ

ウ

素

及

び

そ

の

化

合

物

フ

ッ

素

及

び

そ

の

化

合

物

硝
酸
態
窒
素
及
び
亜
硝
酸
態
窒
素

シ
ア
ン
化
物
イ
オ
ン
及
び
塩
化
シ
ア
ン

六

価

ク

ロ

ム

化

合

物

ヒ

素

及

び

そ

の

化

合

物

鉛

及

び

そ

の

化

合

物

セ

レ

ン

及

び

そ

の

化

合

物

水

銀

及

び

そ

の

化

合

物

カ
ド
ミ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物

大

腸

菌

一

般

細

菌

水

質

検

査

項

目
0
．1
㎎
/
ℓ
以
上

2
度
以
下

5
度
以
下

異
常
で
な
い
こ
と

異
常
で
な
い
こ
と

5
．8
以
上
8
．6
以
下

3
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．0
0
5
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．0
2
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．0
0
0
0
1
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．0
0
0
0
1
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．2
㎎
/
ℓ 

以
下

5
0
0
㎎
/
ℓ 

以
下

3
0
0
㎎
/
ℓ 

以
下

2
0
0
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．0
5
㎎
/
ℓ 

以
下

2
0
0
㎎
/
ℓ 

以
下

1
．0
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．3
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．2
㎎
/
ℓ 

以
下

1
．0
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．0
8
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．0
9
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．0
3
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．2
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．1
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．0
1
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．1
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．0
4
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．0
6
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．0
2
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．6
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．0
1
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．0
3
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．0
1
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．0
2
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．0
4
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．0
5
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．0
0
2
㎎
/
ℓ 

以
下

1
．0
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．8
㎎
/
ℓ 

以
下

1
0
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．0
1
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．0
5
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．0
1
㎎
/
ℓ 

以
下

0
．0
1 

㎎
/
ℓ 

以
下
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宅地内漏水の発見方法
①宅地内の蛇口をすべて閉めてください。
② メータボックスのふたを開け、メータ内のパイロットを見てください。
③ パイロットが回転していると、漏水の可能性があります。
　※漏水の量によって、回転する速さが違います。

漏水が確認されたら…

◆  指定給水装置工事事業者に依頼し、
修理してください。費用はお客様の
負担となります。

◆  工事事業者などでご不明な点が
　ございましたら維持管理課
　（４３２）２２１７にご相談ください。

　水道法により簡易専用水道（受

水槽の有効容量が10立方メート

ルを超えるもの）の設置者は常に安

全で衛生的な飲み水を確保してい

ただくために、水道法に規定され

た管理が義務づけられています。

また、水道法の改正により、小規

模貯水槽水道（受水槽の有効容量

が10立方メートル以下のもの）

の設置者にも、１年以内ごとに１

回定期的に清掃、点検や、水の色、

濁り、臭い、味、残留塩素の有無

の検査等をすることが望ましいと

されました。簡易専用水道の清掃

には、専門的な知識・技術が必要

となりますので、建築物衛生法に

基づいて知事の登録を受けた清掃

業者がおりますので、詳しくは

川口保健所（048－262－6111）

（来年度からは蕨市が担当します。）

　小規模貯水槽水道については

維持管理課（432－2217）へ

　水道部では、浄水器等の販売や

レンタル、あっせんはいっさい

行っておりません。お客様のご依

頼のない限り、訪問による水質・

配管・水圧調査や給水管の修繕・

取替なども行っておりません。

「へんだな」と思ったら、家に入

れず、身分証明書の提示を求めて

ください。蕨市水道部の職員、

委託業者は必ず蕨市水道部発行の

身分証明書を持っています。

　お問い合わせは、維持管理課

（432）2217へ

　私たちが生命を維持するために

必要な水の量は「成人で１日２リッ

トルから２．５リットル（飲み水と

しては１～１．５リットル）」とい

われていますので、日ごろから、

いざという時に備えて、１人当た

り３リットルほどの水道水を３日

分程度、各ご家庭で備蓄していた

だくようにお願いいたします。

○�容器は、ペットボトルなど密閉

できる蓋付きの容器で、よく

洗ってからご使用下さい。

○�水道水は、容器の口元までいっ

ぱいに入れ、空気に触れないよ

うにしましょう。

○�場所は、冷暗所を選んで保存し

てください。

○�保存期間は、消毒用の塩素効果

が３日程度といわれております

ので、３日間を目安に汲み替え

ましょう。（容器に日付をメモ

しておくと便利です）

○�家庭用の浄水器には、塩素を除

去するものがあります。保存す

る場合は浄水器を使用しない

蛇口から注いで下さい。

○�ポリタンクなどに水洗トイレを

流すための水を備えておくこと

も大切です。

貯水槽水道（受水槽）
検査・清掃のお願い

悪質な訪問販売に
ご注意ください

　水道を使用開始するときや使用

中止するとき、市内で住所が変更

になるとき、使用者または所有者

の名義が変わるときなど。水道部

窓口の他、電話や電子申請でもお

手続きができます。名義変更の場

合は、申請書のご提出が必要です。

料金係（432）5329へお気軽に

ご相談ください。

こんな時には
必ずお知らせください

災害に備えて
水道水のくみ置きを

お問い合わせ
●水道料金に関すること
●�検針や利用開始・休止
　　　　　　に関すること　など

料　金　係
048（432）5329

●漏水に関すること
●�水道工事、メータ交換に関すること
●�赤水や水質に関すること　など

維持管理課
048（432）2217

蕨市水道部
蕨市中央2－10－6
048－431－3507

suidou@city.warabi.saitama.jp
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